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果樹園における定置配管式共同防除の規模と技術的問題点

川　島　東　洋　一

（東北農試）

1．　課　　　　臨

果樹栽培技術の中で最も中核的な技術は病害虫の防除

であるが，この防除技術は戦後の農薬の進歩と防除機具

の著しい発展にユタ長足の進歩を遂げてきた．手押噴霧

機より動力噴霧機へ，そして定置配管式エ♪スピード・

スプレーヤ（S・S）へと実にめざましい発展を示して

レヽる．

この中で定置式防除は，戦後の共同化の波に乗カ30

年を前後して急速に，しかも短期に爆発的に各地の果樹

栽培地帯に普及した．この結果，定置式のもつ個有の特

質を充分に考慮せずに，1吏た配管設計・工事も十二分の

技術的試験研究を経ずして，大小様々な地方農機具メー

カーが定置式の設置を行ってきた．そしてこれが，現在

に至って定置式に種々の技術的・経済的な複雑夜間鬼を

葦起してきている実状にある．

第1表　配管距離によ る圧力差，吐出量および濃度差

本稿は，これらの問題の中から定位式防除の主として

技術的な散布圧力差の問題を中心にその発生要因，実態，

影響，そしてこの年力差の改善策，これに関連した防除

集団の規模等の問題を考察する．

2．定阻配管式共同防除の技術的問野点

L　薬剤散布と散布圧力差

定置式共同防除には種々の技術的な問題があるが，そ

の中で殿も大きな問題点は機関場で薬剤を調合し圧力を

加えて，ノミイブを通して共同防除集団内の各園地に薬液

を圧送する場合に，園によ少防除に適正な均一の圧力が

出ず，園地間に圧力差を生じ完全を適正防除が行なわれ

難いということである．

この圧力差の発生要因は，（D共同防除集団の立地条件，

即ち集団地全体の地形（園地の高低，傾斜度），②機関

場の位置，配管タイプ，③防除集団の規模，④薬剤の散
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布方式，⑤パイプの種類，太さ．屈折度，農薬の種類，

濃度など種々なものが作用する．そしてこれらの諸要因

が総合されて各園地の現実の圧力差として現われてくる

のであろうが，この変合いは基礎的な配管設計・工事の
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機関場近くの園と配管末端画とにかけるリ ／ゴ病等黒の発生状況の比較
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巧拙の程匿に著しく依存している．この圧力差の生じ易

い所は，傾斜地集団で機関場が山容にあ少薬液を上り勾

配の園地に送る場合，また干垂地でも防除集団の規模が

大きく敏囲場からの配管距離が長い束輪園をどである

（第1茨5闘）

已　圧力差の諸影額と病害虫の発生匿■

圧力差の間櫨は薬剤散布に次の二つの現象を引越す．

①圧力の低下は－短時間に散布される薬液の吐出壷を

液少させ（第1衰6繍），薬薇の散布粒子を粗くし適正

を簸状の散布を不可能にする．①また圧力の低下はパイ

プ内を流れる薬液の速匿を弱め，ボルドー液の壕重合に比

重の重い石灰の部分はパイプ円に沈澱をおこし，園地に

よ少薬液にぬ掟差葱生じ（第1表8偶），各園地で均←一

の敵直の散布を不可能にする．これらの結束，窮2衣に

示すように圧力差色著しい配管末端幽（B団地）は，機

関場近くの園（A臨地）に比醸して病害虫の発生匿を著

しく高めている．このことは当然．果実の品質・収量に

影攣し，ひいては収益に差を生じさせる結果となってい

る．

以上のことは，防除組合によりまた散布技術に個人差

はあるにせエ定位配管式共同防除の一つの技術的問題点

を示すものである．

5．定駁配管式共同防除の問由解決黄

では，これらの定置式共同防除の兢実にかきている欠

匹白，間泡恵那何に夜術的・経済的に改著していくか，と

いうことである．これには沢の三つの改車対策が考えら

れる．

1　敢用負担万転の変吏による改善策

これは定置式の欠陥をそのでゝみとめて，間組を鮭済

的に解決していこうとする方法である．例えは庄刀の低

下の程匿に応じて薬剤蜜の負担を磯野かづつ割引いてい

くという万伍である（しかし，この方法は「病害虫を完

全町防瞼する」という共同防険の趣旨からいえば，あく

までも消極的，次聾的な解決兼でしかめ　得得　レ、）．

2　藁斉の故布方式の変更による改善策

定置式の場合は，共同防除といっても実際に共同をお

こなっているのは薬剤を一ヶ所で調合し，これをパイプ

を通して各軌に東液を送るという薬剤散布の準備段隋の

共同で，一つの機朗場という施設の共同利用にすぎず，

実際に薬剤を敏布するのは各自勝手に自分の園を散布す

るという「個人散布方式」をとっている組合が第3表に

示すととく約半数近くをしめている．

第3表　薬剤散布方式別組合数とその割合
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従って，個人散布の場合にはある主要幹線○／くイブ内

に各自勝手に自分の園に散布に入るために港注竿がたて

すぎにな少地二成約に著しい圧力差を生じる吻合がでてく

る．これらを防ぐには，あらかじめ各園地各地区毎に圧

力を計ってかき，主要幹様のノミイブ毎に散布人員を限定

し，幾人ひが班編成になってグループ別の　りも同散布方

式」をとることがどうしても必要となってくる・この方

式が英の意殊の共同防除であって，これによってかなり

の圧刀差を厨消することができる．また，ポンプ能力に

対して防除規模が大きすぎる場合は，今迄1日間で終る

敬神を2日間に延ばし，1日の散布人員を半分にして圧

力の低下を防ぐことも圧力差解消の有力な方法である．

a　施設の一部更新による改善策

そのは1防除規模は小さいが全般的に圧力が低下する

場合は，機関場での属力数をあげるか，ポンプ台数の増

刀nまたはポンプ性能の良いものに更新するか搾：よって，

防除粂団を全般的にレベル・7ツブする方法・

その色1防除集団の一地域がいつも比刀が低下する場

合は，配管設計・工事が劣悪であった場合が多いので，
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その主要幹線のパイプをふせかえることによって末端国

の圧力の低下を防ぐ方法

その伊　防除集団の親椋が30～40ha　以上もあわ

正刀差の著しいところは，機関場から末端園の中間にも

う一ヶ所の中継ポンプ樋を設けて再度圧力を加えなかし

てやるか，又は機鯛場を二つに分けるかの万在汗こよって

全般的に圧力を高めるという方法の三つが考えられる．

これらの方法は散布方式の改善東と併用することによっ

て，よカー届の改善が期待されることはいうまでもない．

4．　定置配管式共同防除と適正規模

現在の定置酉己管式共同防除集団はa ha　足らずの小規

模のものから，70ha余少の大規模のものまであ少，如

何なる防除集団の規模が病害虫の防除という点から崩も

効率的であるか，また経済的合理性をもつか，といった

定置式の適性規模の閉経は現在の大きな課題である．こ

の間庵は次の四つの面から接近できると考えられる．

第1は，ポンプと配管設計上の細技術的な聞返からく

る規模の問題．第2は防除集団がある．限度以上の広が

カに夜ると土質，果樹の発育段階の不均一性が生じ，侍

に傾斜地集団では病等虫の発生様相も臭ってくるという

地域的な制限からくる規模の問題．第3は防除集団があ

る阪露以上の大きさに売ると，可変貿とくに薬剤費の損

失が大きくなるという経済的な面からくる規模の問題，

第4はある限匿以上の共同防除組合規模に上ると組合の

運営が円滑さを欠いてく－るという組合員数と，組合運営

からくる規模の問題等である．

1田

以上の四つの面誌考慮にいれ定置式の適正規模と考え

られる面横を板討すると（未だ調査研究途上で試論の域

は出ないが）傾斜地集団でほほ10ha内外，平担地集団

で強い制限要因がをく此歓的好条件のところで20ha内

外ではなかろうかと考えられる．

5．　起　　　　語

定置配管式共同防除はその個有の特質から多くの技術

的・経済的な間組を背負ってきて幹男，未だ多くの未解

決な分野を戎している．近年S・Sが普及してきてはい

るが，我国には現在S・Sの導入不可能でどうしても定

置式によらなければならない傾斜地果樹園は実に多い．

今後の定位式の増設とも関連して，現在改底されている

定置式の欠陥を再検討し，早急に今後の対策を研究する

必要がある．
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